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1 はじめに

略語は長い語の一部を省略して短くした語であり，文語でよ

く使われている．英語では長い語の単語が多く，ある概念を表

す長い語を複数回参照する必要がある場合は，略語を使用する

方が便利である．したがって，略語と長い語，すなわちそのフ

ルネームの関係を把握することは，さまざまな分野で応用され

ると考えられる．例えば，文章検索ではキーワードの略語で検

索する場合，略語とフルネーム両方が検索結果として得られ

る．長い語のキーワードの検索がたやすくなっただけではな

く，ユーザーにとっても非常に効率的な機能だと考えられる．

また，他には文章要約，検索エンジンや固有表現抽出などでも

重要な役割を果たしている．

略語に関する研究の一つの難点として，明確的な省略ルール

がないことが研究者たちの注目を集めている [1–5]．既存研究
における略語とフルネームのマッチング問題には主にテンプ

レートや辞書を用いて，略語とフルネームのペアを獲得するも

のであった．これは既に存在する略語とフルネームのペアに対

しては確かに実用的であるが，手動で注釈が付けられた略語に

しか判別できない，つまり新しい略語に対応しにくいという問

題点がある [5]．あるいは教師あり学習の方法を利用して，変
換ルールに基づいて略語とそのフルネームのペアを生成する方

法もある [1]．しかし，大規模なテキスト中の略語のフルネー
ムを推測したい場合，この方法では略語とフルネームのマッチ

ングの実行スピードが遅いという点で，まだ議論の必要性が

ある．

そこで本論文では，トライ木と混合ガウスモデルの組合せで

略語のフルネームを推測するアプローチを検討する．まずトラ

イ木でフルネームの索引を構築し，テキスト中の略語とフル

ネームをマッチングすることによって候補ペアを生成する．そ

して略語とそのフルネームの特徴を学習した混合ガウスモデル

を用いて，生成した候補ペアをランク付けすることによって最

も適切なペアを見つけ出す．

2章では本稿の研究問題について述べる．3章では提案した
手法について述べる．4章では本稿のまとめと今後について述
べる．

2 問題定義

本章では，略語のフルネームのスケーラブルな推測問題につ

いて，いくつかの定義を行う．特に 2.1節では略語の明確的な
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図 1 提案手法のパイプライン

定義について，2.2節では推測の定義について，2.3節では略語
とフルネームの推測問題の定式化についてそれぞれ述べる．

2.1 略語の定義

ここでは，略語はある単一の単語や複数の単語を組合わせた

複合語に対して，その中のいくつかの文字を省略して得られた

語である．ドメインによって，ある長い語を繰り返して使う場

合は，長い語の略語の方がよく使用される．例えば，生物領域

では Prion Forming Domainの代わりに PFDの方がよく使われ
る．なお，本研究では，規定された略語に限らず，ユーザー自

ら作った略語も含めて研究対象とする．

2.2 略語のフルネームの推測の定義

略語とそのフルネームをマッチングする時，複数のフルネー

ム候補がある略語に対して，そのフルネームの候補をランク

し，その中の top-k 候補を最も適切なフルネームとして出力
する．

2.3 問題の定式化

テキスト中の略語を抽出して，その略語の最も適切なフル

ネームを推測するのは本研究の目的である．具体的な問題定義

は以下となる．

テキスト集合 Sとフルネームの辞書 Dが与えられた場合，si
はテキスト集合 S中の i番目のテキスト (si ∈ S)．xは si 中の

文字列，yは辞書 D中のフルネームの文字列．以下の条件を満
たす (x，y)のすべてのペアを見つけ出す：

(x, y) =
{

xはyの略語，かつx ∈ si, y ∈ D
}

3 提案手法

本章では，2章で述べた問題に対して提案したアプローチに
ついて具体的に説明する．その手法のパイプラインの概要を図

１に示す．特に，3.1節では略語の抽出について，3.2節ではト
ライ木索引の構築について，3.3節では混合ガウスモデルにつ
いてそれぞれ述べる．

3.1 略語の抽出

テキスト全体のトークンに対してマッチングするのは非効率

的なので，まずテキスト中の略語を抽出する．しかし，略語を

精確に抽出するのは難しいので，ここではテキストをフィルタ
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図 2 トライ木の索引

リングし，略語を一つの集合に含める方法を提案する．そのた

め，Pos-tag 方法 [6] を利用することによって，テキスト中の
トークンに品詞のラベルを付与する．略語には名詞のラベルが

付けられるので，名詞集合のみを出力すれば，略語が名詞集合

に含まれ，処理範囲が縮まる．

3.2 トライ木索引の構築

略語とそのフルネームをマッチングするため，ここではフル

ネーム辞書を基づいてトライ木の索引を構築する．トライ木で

は共通接頭辞の検索が可能となり，検索スピードが速いとい

うメリットがある．更に，ここでは索引を構築する時アルファ

ベットの大文字と小文字を区別する．図２は四つの文字列のト

ライ木索引を示す．

そして 3.1 節で得られた名詞集合を構築した索引に入力し，
略語とフルネームのマッチングすることを行う．検索時には，

検索文字列中のすべての文字がトライ木中の一つの経路で見つ

かれる場合，検索文字列と検索経路の全文字を一つの候補文字

列ペアとして生成する．例えば，検索文字列が bldgの場合，図
２のトライ木索引では bldgが buildingの検索経路で見つかれ
るため，(bldg, building)を候補ペアとして出力する．
3.3 混合ガウスモデル (GMM)
略語を観察することにより，フルネームがいくつかのパター

ンに従って省略されると考えられる．例えば，単一の単語の場

合は単語中の子音を取り，母音を捨てるなど．複合語の場合は

各単語の頭文字を取るなどが考えられる．ここではいくつかの

特徴で省略パータンを記述する．表 1は省略パータンの特徴を
持つベクトルを示す．

3.2節で得られた候補ペアセット中の略語とフルネームが実
際にマッチングするかどうかを判断するために，混合ガウスモ

デルを利用して候補ペアの略語とフルネーム省略パータン pの

表 1 省略パータン p の特徴

ID Description
p1 略語中の子音数

p2 略語中の母音数

p3 フルネーム中の子音数

p4 フルネーム中の母音数

p5 マッチングの子音数

p6 マッチングの母音数

p7 マッチングの大文字数

p8 スキップした文字数

確率（密度関数）を評価する．

P(p) =
n∑

k=1
wkN(p|μk,Σk )

nは混合ガウス分布の数，wk は k番目のガウス分布の重み，
N(p|μk,Σk ) は平均 μk および共分散行列 Σk を有するガウ

ス分布によるｐの確率密度関数である．nは調整でき，他のパ
ラメータは EMアルゴリズムを利用して計算できる．
収集した実世界の略語とそのフルネームのデータセットを混

合ガウスモデルに入力し，学習することによって，混合ガウス

モデルの n と他のパラメータが得られる．そして，候補ペア
セットを学習済みの混合ガウスモデルに入力し，得られた確率

が定義した閾値より高い場合，マッチング成功だと判断でき

る．また，複数のペアがマッチングできた場合，それらのペア

をランクし，一番確率が高いペアを出力する．

4 まとめと今後の課題

本論文では，略語のフルネームのスケーラブルな推測問題に

対して，トライ木と混合ガウスモデルの組合せで略語のフル

ネームを推測するアプローチを提案した．今後は混合ガウスモ

デルを実装し，省略パターンの選択の有用性について検討す

る．また，大規模なデータセットに対して，実行スピードを最

適化する方法を検討する．
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